
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 健康管理学Ⅰ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2020

学        科 鍼灸スポーツ学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法

担 当 教 員 山根 太治
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 １年生 学期及び曜時限 火曜1限 教室名 ２校舎501教室

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者としての基礎知識を身につける。スポーツ基本法やスポーツ振興計画
を基軸に日本のスポーツ振興について理解し、総合型地域スポーツセンターの調査などを通じて地方公共団体によるス
ポーツ振興について理解する。

１．授業内課題　３０％
２．期末レポート　６０％
３．出席・平常点　１０％

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

現代社会でのスポーツの位置づけと価値について考察する。

教科書

社会の中のスポーツ

現代社会におけるス
ポーツの価値を考察す
る。

公認スポーツ指導者養成テキスト
　共通科目 I　第２章「文化としてのスポーツ」第８章「地域におけるスポーツ振興」
　共通科目 II　第１章「社会の中のスポーツ」第２章「スポーツと法」第４章「スポーツ組織の運営と事業」

自分が生活する地域でのスポーツ振興の実際について調査する。
スポーツに関する時事問題に関心を持ち、日常的に情報収集する。

スポーツ基本法、スポーツ振興計画をはじめ、日本スポーツ協会公認指導者資格を取得するに足る基本的な知識を身につける。またこの
授業では「自ら考え言葉にし表現する」ことをキーワードに展開する。授業で扱った内容を自分で咀嚼し、考察し、レポートとしてまとめる力
を養うこと。
授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
イントロダクション、スポーツの概念と歴史

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教科書
スポーツマンシップと
フェアプレーに関わる時
事問題を検索する。

スポーツの文化的側面を理解した上で、スポーツマンシップと
フェアプレーについて考察する。

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スポーツの定義を考察する。歴史的な変遷を理解した上で現
代スポーツのあり方を考える。

教科書
独自のスポーツの定義
を考案する。

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定
文化としてのスポーツ

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

総合型地域スポーツクラブの成り立ちとその役割を理解する。

教科書

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日本のスポーツ行政について、スポーツ基本法や振興計画の
成り立ちを通じて理解する。

教科書

総合型スポーツクラブの
成り立ちについて情報
収集する。

各コマに
おける

授業予定
総合型地域スポーツクラブの必要性と社会的意義

各コマに
おける

授業予定
地域におけるスポーツ振興方策と行政の関わり

日本のスポーツ行政に
ついて情報収集する。



第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

総合型地域スポーツクラブの問題点や改善点を考察する。

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域スポーツクラブの実際を理解する。

教科書
地元の総合型地域ス
ポーツクラブの施設につ
いて情報収集する。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
地元の総合型地域ス
ポーツクラブの施設につ
いて情報収集する。

各コマに
おける

授業予定
総合型地域スポーツクラブの育成と運営

各コマに
おける

授業予定
地域スポーツクラブの機能と役割

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

諸外国におけるスポーツプロモーションと比較した、我が国のプ
ロモーションを考察する。

教科書

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スポーツ少年団の成り立ち、社会的位置づけ、活動内容を理解
する。

教科書

わが国のスポーツプロ
モーションの実例を調査
する。

各コマに
おける

授業予定
我が国のスポーツプロモーション

各コマに
おける

授業予定
地域におけるスポーツクラブとしての「スポーツ少年団」

自ら所属していた少年
団や、地元の少年団に
ついて情報収集する。

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スポーツ組織の運営について、人材や経営の側面から理解し
考察する。

教科書

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

現代日本でのスポーツプロモーションの実際を理解し、そのあり
方について考察する。

教科書

スポーツ組織の実例を
調査する。各コマに

おける
授業予定

スポーツ組織のマネージメントと事業のマーケティング

各コマに
おける

授業予定
スポーツ事業のプロモーション

わが国のスポーツプロ
モーションの実例を調査
する。

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スポーツにおける人権と倫理問題について理解し考察する。

教科書

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スポーツにおけるリスクマネジメントについて理解し考察する。

教科書

最近のスポーツ界にお
ける人権問題の実例を
調査する。

各コマに
おける

授業予定
スポーツと人権

各コマに
おける

授業予定
スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任

最近のスポーツにおけ
る事故例を調査する。

第
15
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

関連トピックスについてグループディスカッションを通じて理解を
深める。

教科書

第
14
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

関連トピックスについてグループディスカッションを通じて理解を
深める。

教科書

本科目で学んだ内容に
ついて自ら解釈し、考え
を述べられるよう準備す
る。

各コマに
おける

授業予定
関連トピックス

各コマに
おける

授業予定
関連トピックス

本科目で学んだ内容に
ついて自ら解釈し、考え
を述べられるよう準備す
る。


